
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１，次の英文を、（形容詞句）として考えて、この塾らしい『文の構造』を明らかにしなさい。 
 
 
① We   are   in  the  library  . 
 
 
② He  is   always   in  his   room .  
 
 
③ My   dog   is   sometimes  under  that  bridge . 
 
 
④ He   was   at  the  station    just  then . 
 
 
⑤ They    were   on  the  ground    all  day  long .    
 
 
⑥ I   am   from  America . 
 
 

 
☆『形容詞句』③･･･＜補語＞になる 
 
 
 
 □  He   is    in   his   room  . 
 
 
     ※  He   is    in   his   room  . 
 
 
 

□ This  cat   is   always   on  the  chair  . 
 

 

 
※ これまでは、この様な文を“ 存在の be ”とか“ 前置詞の前で切る ”とか教えてきたが、 

（ ）で括ってひとかたまりの『形容詞句』という考え方をすると、やはり“ be 動詞 ”は 
「イコールの働き」をしていると言える。 

※ しかし文法的な混乱を避けるため、これらの文型は｢学力の世界｣ではこれまで通りとする。 
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